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研究成果の概要（和文）：　医療者教育におけるプロフェッショナリズム教育は世界標準となっている。本邦に
おいても歯学教育モデル・コア・カリキュラムのはじめにプロフェッショナリズム教育が掲げられている。しか
しながら、プロフェッショナリズム教育は国や地域の文化や医療形態が異なることにより、その教育方略は日本
に適した日本独自の教育資源が必要となる。
　今回、この教育資源のうち、物的資源としてワークブックを作成するとともに動画2編を作成した、さらに人
的資源として複数回のワークショップを主宰し、歯科医療系学生のプロフェッショナリズムを涵養する教育環境
の改善の方略を構築した。

研究成果の概要（英文）：　The professionalism education in the medical and dental college education 
becomes the global standards. In Japan, the professionalism education is advocated at the beginning 
of a dental education model core curriculum. However, culture and medical systems are different 
among countries, it is necessary to make original education methods adapted to Japan.
　I made one work-book and two education videos as material resources, and made some opportunities 
of work-shop for educators as human resources. And I built stratagem of the improvement of the 
education environment that cultivated professionalism of dental students.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本邦では安心・安全の医療が求められており、その負託に応える優秀な医療人を育成することは医療系の高等
教育機関の使命である。しかしながら、一部の医療者や医療系学生によるアンプロフェッションルナルなふるま
いは、医療者や学生への不信感を招いている。加えて疾病構造の変化や患者の権利意識の変化と情報社会の発達
により、良好な医療者-患者関係の構築をはむつかしくなってきている。
　本研究は、良好な関係を構築するための情意とノンテクニカルスキの向上を目指して、医学教育理論に基づい
た教育の物的・人的資源の開発を行っており、その社会的意義は大きいと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 歯学教育はもとより、医学・薬学・看護学の教育においても文部科学省の指導の各教育のモデ
ル・コア・カリキュラムが制定されている。これらのうち、歯学・医学・看護学のモデル・コア・
カリキュラムでは、項目 A に各医療専門職として求められる基本的な資質・能力が挙げられて
おり、その 1 番目にはプロフェッショナリズムがあがっている。 
一方で海外においても歯科医学教育学会のみならず、医療系教育学会においても重要なコン

ピテンスとしてプロフェッショナリズムが掲げられており、プロフェフェッショナリズム教育
の重要性がグローバルスタンダードとなっていることに裏外の余地は無い。 
しかしながら、本邦ではプロフェッショナリズムの意味ひとつとってみても、医療系教育者の

間での共通認識は十分ではなく、前述のモデル・コア・カリキュラムに書かれている内容を見て
もプロフェッショナリズム研究者のコンセンサスがあるものとはいえず、いわゆる狭義の意味
合いとして用いられているのが実情であり、その先にある教育の方略や評価の方法についての
統一した概念を醸成するのには程遠い状況である。 

 
上記の背景に加えて、国や地域、時代、文化や医療形態が異なるとプロフェッショナリズムは

異なるとされていることから、日本に適した医療人養成機関におけるプロフェッショナリズム
教育の物的教育資源の開発とそれらを活用する人的教育資源の養成は急務となっている。 

 
 

２．研究の目的 
 
 安心・安全で信頼される歯科医療を提供できるプロフェッショナリズム・マインドを持つ医療
人を社会に送り出すことは医療系学部の使命である。 
本研究の目的は、歯学教育領域のみならず他の医療系領域のプロフェッショナリズム教育者

と連携して、歯科医師のみならず歯科衛生士も包含した、歯科医療人として求められるプロフェ
ッショナリズムの構成要素を検証し、その構成要素をターゲットとして教育する実際の物的・人
的教育資源を開発し、検証することにある。 
 
 
３．研究の方法 
 
 2011 年に全国の歯学部・歯科大学教員によるワークショップにて作成した暫定プロダクツを
基に作成された「2013 年版よき歯科医師になるための 20 の質問」を基に物的資源と人的資源の
開発研究を行った。物的資源の開発は、学生の倫理・プロフェッショナリズム教育に資する教材
の開発とし、人的資源の開発は作成された物的資源に関する情報提供と教員の医ププロフェッ
ショなリズム教育に関する認識の変容を主体として行ない、あわせて日本の歯学教育において
プロフェッショナリズム教育が的確に定着できるような工夫を行った。 
 
 
４．研究成果 
  
 （１）物的資源の開発成果 
はじめに、「2013 年版よき歯科医師になるための 20 の質問」の中に掲載されている事例「認

知症患者への新義歯作成」を基に 2017 年 4月に動画教材「入れ歯はひとつ」を DVD 形式にて作
成した。 
次に、厚生労働省から地域包括ケアに伴う多職種連携の重要性が唱えられる状況を踏まえて、

これまで歯科医師を対象として作られていた教材「2013 年版よき歯科医師になるための 20の質
問 倫理的検討事例」の内容を、歯科医師と歯科衛生士を対象とした内容に改訂し、タイトルも
「2018 年版よき歯医療人になるための 20の質問 倫理的検討事例」として汎用性をもたせて発
刊した。 
さらに 2020 年 9 月には、「2018 年版よき歯医療人になるための 20 の質問 倫理的検討事例」

を基に学生が手元に置いて活用できる教材「よき歯科医療人になるための倫理・プロフェッショ
ナリズム教育 プロフェッションワークブック」を上梓した。 
 最後に、上記ワークブックの中に掲載されている事例「散乱した抜去歯」を基に 2020 年 4月
に動画教材第 2 弾「落し物はヒトの歯」を作成した。また、本動画の完成時期である 2020 年 4
月はおりしも歯学部学生が COVID-19 による自宅待機と遠隔講義の環境下にあったため、日本歯
科医学教育学会に働きかけ、今回作成した「落し物はヒトの歯」と前作「入れ歯はひとつ」2つ
の動画教材を、29大学歯学部にて活用できる環境を構築し、提供した。 
 
（２）人的資源の開発成果 

 人的資源の開発としては、第 36 回日本歯科医学教育学会総会および学術大会（松本歯科大学）



の開催日程に合わせて 、ワークショップ 「倫理・プロフェッショナリズム教育実践へのアプロ
ーチ 」を主催し、「2018 年版よき歯科医療人になるための 20の質問 倫理的検討事例」の紹介
とその活用法についての情報提供および意見交換を行った。 
次に 第 37 日本歯科医学教育学会総会および学術大会 （奥羽大学歯学部）にて、シンポジウ

ム「倫理・プロフェッショナリズム教育委員会企画シンポジウム 歯科におけるプロフェッショ
ナリズム教育～その方略と展望～」を開催し、歯科医学教育白書の医療倫理教育に関する調査結
果として、教育の実施状況、方法と方略と内容についての報告の後、「倫理教育資源 DVD『入れ
歯はひとつ』の活用法」「『2018 年度版よき歯科医療人になるための 20 の質問 倫理的検討事例
集』の活用法」「歯科衛生士のプロフェッショナリズム研究から見えてきたもの」についての情
報提供を行った。 
 さらに、今秋の第 39 回日本歯科医学教育学会総会および学術大会（神奈川歯科大学）におい
てこれまでの研究成果の集大成としてシンポジウムを開催し、「『プロフェッションワークブッ
ク』の紹介と活用法」「『落し物はヒトの歯』の紹介と活用法」「『入れ歯はひとつ』の具体的活
用事例」について情報提供を行う予定である。 
 
（３）研究成果の論文公表 
成果の公表としては、「「全国歯科大学・歯学部における「2013 年度版よき歯科医師になるた

めの 20の質問 倫理的検討事例集」の利用状況」について第 35回日本歯科医学教育学会総会お
よび学術大会（大阪大学）にて、アンケート結果を発表し、その後日本歯科医学教育学会雑誌第
（32巻 2 号 2016 年）に発表した。 
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